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研究概要 

急性呼吸窮迫症候群 (Acute respiratory distress syndrome; ARDS)は集中治療を行っても

死亡率の高い症候群である。その有効な治療薬は未だ見つかっていないが、人工呼吸の

換気様式の工夫によりさらなる肺障害(Ventilator induced lung injury; VILI)の進行を防ぎ、

死亡率を低下させることが示

されている。最近ではこの換気

の工夫の概念として経肺圧を

制限する換気が VILI の予防に

有効であることが示唆されて

いる。 

経肺圧は気道内圧と各肺部

分の胸腔内圧との差で求めら

れる (図 1) が、胸腔内圧を求め

ることは臨床上不可能であり、

食道内に挿入したカテーテル

で測定する食道内圧でそれを代用している。しかしながら、果たしてその食道内圧が各

図 1. 経肺圧の概念図 

経肺圧 (Ptp)は気道内圧(Paw)と胸腔内圧 (Ppl)の差として求めら

れる 



部位の胸腔内圧をどの程度反映しているかは不明である。とりわけ人工呼吸が必要な患

者は様々な肺疾患を持っており、それらの肺疾患が胸腔内圧の不均等分布をさらに増大

させることが考えられる。 

そこで本研究では、実験動物に各種疾患（過去の実験モデルより、肺線維症・肺気腫・

急性肺障害・細菌性肺炎等）を作成し、食道内圧と各部位での胸腔内圧を同時に測定し、

その差や部位による不均等を調べ、臨床の現場で経肺圧をどのように解釈・利用するの

が適しているかを明らかにする。さらに、人工呼吸を続けた後に肺を取り出しその障害

の程度を調べ、これをそれぞれの部位が換気されていた際の経肺圧と比較し、疾患・病

態毎に経肺圧の許容範囲を調べる。最終的には、何れの肺部分でも新たな障害を起こさ

ない経肺圧となるような食道内圧を明らかにして、重症肺疾患患者の人工呼吸戦略を確

立する。 
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